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子どもたちと共に地域に生きる
青少年成城地区委員会は約５０名の大人たちが集まり、子どもたちが地域で健やかに成長できるように様々な事業を行っています。赤いエプロンは私たちの目印。子どもたちの笑顔や明るい挨拶が、私たちの活動の原動力です。今年度の活動を紹介します。

１野外活動
２０２５年１０月１２日実施
自然を探検する野外活動は、雨上がりの爽やかな日に開催され、子どもたちの笑顔で溢れました。公園散策では、子ども達は興味津々に説明をききながら、五感を使って学びました。後半は、ブンブンごま、パチンコ、竹遊び等、沢山の遊びを体験しました。持ち帰ったヒヤシンスも元気に咲くことを願っています。
渋谷委員より

２素まっぷ隊
２０２６年２月７日実施
今回のテーマはみんなでさがそう成城の水でした。仙川と野川に挟まれた成城のまちを、湧水の流れる里山、庭先に咲く花や木々を眺めながら歩きました。水と緑の密接な関係、それが成城のまちを豊かにしています。普段何気なく通り過ぎているマンホールの役割も知る事ができ、発見の多い一日でした。
渡辺委員より

３第２５回せいじょう地域文化祭
２０２５年１１月３０日実施
せいじょう地域文化祭は、地域との交流を深めるため、子どもと大人が一緒になって作り上げるお祭りです。今年度はステージ発表、模擬店、キッズコーナーでは工作とはじめてのおばけやしき、地域団体のPRコーナーなどで盛り上がりました。

キッズコーナー
おばけやしきとでんでん太鼓にも当日沢山の方が来てくださり、楽しかったね、もう一回やろうと喜んで頂けました。おばけが怖かったと中学生ボランティアのおばけが大好評で、前日準備からアドレナリンを出して頑張った甲斐があり、とても楽しい経験をさせていただきました。
鈴木委員より

模擬店
中高生メンバーと決めた今年のスペシャルメニューはたません。フランクフルト、スープ、わたあめと共に全て完売という嬉しい結果になりました。忙しい中参加してくれた中高生ボランティアの皆さんが奮闘していた姿にたくさん元気をもらいました。楽しかったです。来年度も沢山の中高生メンバーと一緒に盛り上げていけるのを楽しみにしています。
橋口委員より

会場
地域文化祭に一歩足を踏み入れたら、わくわくドキドキちょっと怖くて可愛いお化けたちがお出迎え。初の試みのお化け屋敷の雰囲気を十分に楽しんでいただけたと思います。仮装したお化けがあまりにも怖すぎて泣いてしまったお子さんもいたそうです。次回もお楽しみに。
山田委員より

ステージ発表
このステージを支えているのは、砧中、千歳中、そのほか成城地域の学校に通う学生で構成されているセイジョウレッツのメンバー達です。今年も、司会、音響、照明、大道具と大活躍でした。私は３年間音響を担当してきました。音源を流すタイミング、CDによって音量が変わることへの対応等、本番ではミスが許されないので緊張の連続でしたが、やり甲斐のある仕事でした。こうしたホールでの裏方の仕事は滅多にできません。経験をしてみたい方は、ぜひメンバーになってください。
セイジョウレッツ　高校２年より

４明正小まつり
２０２５年１０月１８日実施
お天気にも恵まれ、正門前には早くから長い行列。我ら地区委員会は今年もキラキラペンダントのブースのお手伝いをさせていただきました。去年も作ったよとか２個目、家で待っている妹や弟用などと言いながら、完成品をぶら下げたみんなの笑顔を見て、こちらもほっこりした１日でした。準備を重ねたまつり委員の方々お疲れさまでした。
林委員より

５ちいきこどもまつり
２０２５年１１月９日実施
雨が降る中の開催で温かいワカメスープは大好評でした。コップやおわんを荷物から出し、こぼさないように持ちながら美味しそうにスープを飲む姿をたくさん見ることができました。自分で持ってきた食器で飲食することは素敵な取り組みだと感じました。雨に負けない賑わいの中みんなで作るあたたかいお祭りでした。
江盛委員より

６委員研修
２０２５年１２月１０日実施
社会教育主事の吉田周平氏をお迎えし、第２回委員研修を開催しました。委員の参加は２３人で、青少年地区委員のあり方、地域活動の必要性等についてのグループディスカッションを含め充実した会となりました。
津浦委員より

楽しく活動していますので、参加してみたい方はぜひご連絡ください

問い合わせ先は、世田谷区成城まちづくりセンター
平日８時３０分から１７時まで
電話番号は、０３－３４８２－１３４８
ファクシミリは、０３－３４８２－７２０８

青少年成城地区委員会のホームページでは、活動内容を公開中です
無断複写、転載を禁じます

